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WB 1:500-1:2000,IHC 1:200-1:500,ICC/IF 1:100-1:200,FC 1:50-1:100,IP 1:20-1:50

Calculated MW:26 kDa; Observed MW:26 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、真核生物の細胞内小器官の酸性化を媒介する多サブユニット酵素である液胞ATPase（V-ATPase）の構成要素をコードしています。V-ATPase依存性の小器官の酸性化は、タンパク質選別、チモーゲン活性化、受容体を介したエンドサイトーシス、シナプス小胞プロトン勾配形成といった細胞内プロセスに不可欠です。V-ATPaseは、細胞質V1ドメインと膜貫通V0ドメインで構成されています。V1ドメインは、3つのAサブユニット、3つのBサブユニット、2つのGサブユニット、およびC、D、E、F、Hサブユニットで構成されています。V1ドメインにはATP触媒部位が含まれています。この遺伝子は、異なるV1ドメインEサブユニットアイソフォームをコードする、代替転写スプライスバリアントをコードしています。この遺伝子の擬遺伝子がゲノム中に見つかっています。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	ATP6V1E1 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用して HepG2 細胞抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

